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今年のアワノメイガは発生が早く、発生量は多い！ 

止葉期を目安に、適期防除の実施を！ 
１ アワノメイガの被害 

   

 

 

 

 

 

 

 

２ アワノメイガの防除 

アワノメイガの防除は、幼虫が食害する前の 

「止葉期（雄穂が出る前の段階）」に、効果の長い 

薬剤で１回防除実施」により、防除効果が高くなり 

ます（右写真を参照）。 

散布後、ほ場において被害や発生量が多い場合は 

２回目の防除を検討しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊スプレーヤ防除実施の際は、普及センターにお問い合わせください。 

２０２６年７月 １７日発行 

グリーンタイム 
渡島農業改良普及センター 本所 TEL 0138-77-8242  

 子実用とうもろこし 

アワノメイガの幼虫は、雄穂や茎から食害し始め、更に雌穂や穂柄部分に侵入します。 

食害が進むと、機械収穫前に雌穂が落下し、減収要因となります。 

また幼虫の食害部分から赤かび病菌等が発生しやすくなるため、子実の品質低下にも

つながります。 

止葉期の子実用とうもろこし 

止葉は最後に出る葉のことで、 

垂直にピンと立つのが特徴 


